
2014年 9月 19日 (⾦)

14：00 〜 16：30
（13：30受付開始)

経営者の皆様 ⾞両安全責任者の皆様へ

⾃動⾞の運転事故防⽌活動は、企業に余計な経費の出費を強いるものと誤解する経営者が少なくありません。保険
への加入で良しとしていれば、実際は事故率に⽐例して補償のコストは増⼤し、事故を放置すると結局は⾼いもの
となります。このセミナーでは、積極的に事故防⽌対策を実施して結果を出している事例と企業内における事故防
⽌教育の方法をお伝えいたします。

【講師紹介】
松永 勝也 (まつなが かつや

開催日時

九州⼤学名誉教授
事故なき社会㈱ 取締役
文学博士
主幹総合交通⼼理士
⾃動⾞事故対策機構適性診断専門委員
福岡県交通安全協会理事

セミナー参加申込書
FAX：092-571-3223

（13：30受付開始)
無料
60名

アクロス福岡 ６F 607会議室
福岡市中央区天神1-1-1

下記申込書にご記入の上、FAXにて
お申込みください
事故なき社会株式会社
TEL：092-581-2232 E-mail : info@jikonaki.co.jp

※本申込書にご記入いただいた個人情報につきましてはセミナー開催に係る参加者の確認、参加名簿の作成、出欠の確認などの目的に
使用いたします。当日は確認のため受付にてお名刺を頂戴いたします

事業所名
参加者名
参加者名

TEL
E-mail

事故なき社会株式会社
株式会社トワード

参加費
定員

主催

お問合せ

申込方法

1社につき2名までとさせていただきます
定員になり次第終了させていただきます

場所

プログラム

１．企業における事故防止の取り組みの紹介

⾞両安全責任者の皆様へ

実実

践践

⾃動⾞の運転事故防⽌活動は、企業に余計な経費の出費を強いるものと誤解する経営者が少なくありません。保険
としていれば、実際は事故率に⽐例して補償のコストは増⼤し、事故を放置すると結局は⾼いもの

となります。このセミナーでは、積極的に事故防⽌対策を実施して結果を出している事例と企業内における事故防

かつや)
これまで、交通事故防⽌の研究、⾃然災害時の

人的被害防⽌の研究、人の認知メカニズムの解明
遠隔操作、人⼯現実感の研究を⾏う。

⾃動⾞の運転事故防⽌の関係の研究では、運転
事故は当該⾃動⾞の停⽌距離の突発的な延⻑か
⾞間距離（進⾏方向の空間距離）の縮⼩によって
発生するという。独⾃のKM理論を展開し、効果
を収めている。現在、主に安全運転の教育手法の
研究に取り組んでいる。

⾃動⾞事故対策機構適性診断専門委員

事故なき社会㈱交通事故防止セミナー係⾏き
セミナー参加申込書

１．企業における事故防止の取り組みの紹介
東芝テックソリューションサービス株式会社
九州支社 管理部 部⻑ 石沢 勇人様

２．次世代の運転度合モニタリングツールの紹介
株式会社トワード
ジュニアマネージャー 松尾 静二

３．安全運転ができる人材の採用の仕掛け
一般財団法人安全運転推進協会
理事 宮崎 渉

４．企業における事故防止の指導方法
九州⼤学名誉教授 松永 勝也

mail : info@jikonaki.co.jp

本申込書にご記入いただいた個人情報につきましてはセミナー開催に係る参加者の確認、参加名簿の作成、出欠の確認などの目的に
名刺を頂戴いたします。

(部署・お役職)

(部署・お役職)

FAX


